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中央線高架化工事に伴う列車の運休について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．切換工事について（別紙１）・（別紙２） 

・ 平成16年7 月19日（月・祝）午前0時 00 分頃～午前 6時 00 分頃（約6時間）の間 

中央線武蔵小金井駅付近で仮下り線への切換工事を行います。 

 

２．切換工事当日の中央線の運転及びバス代行輸送について（別紙３）・（別紙４） 

・ 7 月 19 日（月･祝）は、午前 0時 00分頃～午前6時 00 分頃まで三鷹～国分寺間で列車

の運休が生じます。そのため快速電車は東京～三鷹、国分寺～高尾間でそれぞれ折返

し運転を行います。これに伴い19日0時00分頃～終電までの間は三鷹～東小金井間で

単線運転・三鷹～国分寺間でバス代行輸送を行い、初電以降については単線運転・バス

代行輸送に加えて他の輸送機関への振替乗車をあわせて実施いたします。また、工事時

間前後の総武中央線各駅停車は、一部を除き三鷹始終着となります。 

・ 7 月 19 日（月･祝）の成田エクスプレス３号につきましては、高尾～新宿間を区間運休し、

新宿始発といたします。その他の特急列車につきましては、通常通り運行いたします。 

中央線三鷹～立川間（約 13km）では、東京都の都市計画事業として連続立体交差事業を

進めています。今回三鷹～国分寺間（東区間、約 6km）のうち、先行して武蔵小金井駅付近

の仮下り線への切換工事を 7月 18 日（日）深夜から 19日（月・祝）にかけて行います。 

この切換工事に伴い、中央線は、三鷹～国分寺間で列車の運休が生じます。 

切換工事当日はこの区間でバス代行輸送を行い、7 月 19 日初電以降他の輸送機関への

振替乗車を行います。 

お客さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 



 

中央線三鷹・立川間連続立体交差 

 
１.全体工事概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．工事手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．今回の切換工事（東区間のうち武蔵小金井駅付近の在来線下りを仮線下りへ切換） 

 今回の切換工事は、武蔵小金井駅付近に管理を集中するために、当初今年秋に予定していた三鷹～国

分寺間の仮下り線への切換工事の施工区間を 2 分割し、当初予定より前倒しして実施するものです。 
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別紙１ 

：今回切換区間 

：今年秋切換区間 



 

今回の切換工事における工事体制等について 

 
１．切換工事体制 

今回の切換工事は、並列の関係にある輸送対策本部、現地切換対策本部の上位に

「総合対策本部」を設置しています。総合対策本部長は、工事の準備期間から工事プロ

ジェクト全体の責任者として工程管理やリスク管理等を総括するとともに、工事当日にお

いては工事の進捗と輸送の確保の両方の重要性を勘案して総体的な指揮を執ることと

しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

２．工程管理の強化、事前試験等の徹底 

・ 工程の遅れなどの正確な情報を本社も含めて確実に共有化することに努め、リスク管

理を再徹底しております。 

・ 切換当日の作業及び試験を極力少なくするとともに、信号試験、踏切試験のうち事前

に実施できるものについては社内検査時までに必ず終了することを徹底し、切換体制

会議にて確認します。 

・ 当社および請負会社における配線チェックを強化・徹底しております。 

総合対策本部 

（本部長：八王子支社長） 

＊ 切換当日は、工事の作業箇所から総合対策本部にいたるまで、各組織に情報連絡専門の責任者をおき、 
総合対策本部まで情報経路を確保します。 

広報副本部長 

輸送対策本部 

（本部長：八王子支社運輸部長） 

現地切換対策本部 

（本部長：東京工事事務所長・東京電気工事事務所長） 

切換副本部長 工種別副本部長 

現地輸送副本部長 輸送副本部長 

旅客副本部長 

 
別紙２ 



中央線三鷹・立川間連続立体交差（第２回線路切換）に伴う輸送計画

23本3,800人19日（初電～）

17本

運休本数

6,500人

影響人員

19日（～終電）

【影響人員】

※19日の上り成田エクスプレス3号は高尾～新宿間区間運休、新宿始発となります。
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○工事前に三鷹～国分寺間を直通する最後の電車
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２３：１９発各駅停車高尾行２３：５９発０：１４発０：４４着

２３：３９発各駅停車東京行 ０：０３発 ０：１５発 ０：５９着

○工事終了後、三鷹～国分寺間を直通する最初の電車
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５：１８発各駅停車八王子行５：５９発６：１２発６：３１着

５：３５発各駅停車東京行 ６：０１発 ６：１２発 ６：５４着

八
王
子

【工事時間帯】 ７月１９日（月・祝） ０：００頃～終電 初電～６：００頃
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折返し運転

バス代行輸送 各駅停車タイプ

バス代行輸送 急行タイプ

武
蔵
境

ほぼ平常どおり約５分～２０分間隔

折返し運転

＜施工日＝平成16年7月19日（月・祝）＞

【輸送形態】



※所要時間は道路事情等によりますので目安となります。
※運転間隔は深夜帯ピーク時で、急行タイプが約1分、各駅停車タイプが2～3分を予定しております。
※バス乗り場は別途ご案内いたします。
※初電時間以降は他社線への振替乗車を行ないます。
京王線（新宿～京王八王子、北野～高尾、相模原線、井の頭線）、小田急線（新宿～町田、新百合ヶ丘～小田急多摩センター）
西武線（西武新宿～所沢、池袋～東飯能、拝島線、国分寺線、国分寺～萩山、多摩川線、有楽町線）
東京地下鉄線、都営地下鉄線、多摩都市ﾓﾉﾚｰﾙ（玉川上水～多摩センター）

各駅停車タイプ

急行タイプ(途中駅には止まりません)

急行タイプ(途中駅には止まりません)

各駅停車タイプ
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バス代行輸送計画

7月19日（月・祝）

0時頃～終電

所要時間

各駅停車 約22分

急行 約30分

初電～7時頃

所要時間

各駅停車 約22分

急行 約30分

約12分 約10分

約12分 約10分

約30分

約30分

終ﾊﾞｽ1:05→ ←終ﾊﾞｽ1:35

終ﾊﾞｽ0:45→

初ﾊﾞｽ3:55→ ←初ﾊﾞｽ4：20

初ﾊﾞｽ4:15→ ←初ﾊﾞｽ4:10

←終ﾊﾞｽ1:10
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